
はじめてのローコード開発

１ 開発サイトにログイン

アカウント登録後、お手持ちのパソコン一つでお試し開発が可能です

WebPerformer-NX サインイン（ログイン）画面
https://nx.webperformer.jp/sign-in

アカウント作成時に登録したメールアドレス、パスワードにて
サインインしてご利用ください

無料でアカウントを作成

ご登録のメールアドレスを入力

クリック

クリック

ご登録のパスワードを入力
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２ 環境を選択

ログイン後、表示されたポップアップより

実行環境 【Free】（フリー）を選択してください

プレミアムプラン（有料）の場合、ご選択プランに応じて複数の実行環境が選択できます。

フリープラン（無料）の場合、選択できる実行環境は【Free】のみです

プレミアムプラン（有料）へのアップグレードについて

お問い合わせはこちら

wp-nx_info@canon-its.co.jp

または、当社HPのお問い合わせフォームをご利用ください。

https://www.canon-its.co.jp/solution/industry/cross-

industry/application/webperformer-nx

クリック

2



３ 手始めにチュートリアルを活用

クリック

環境を選択後、画面上部のメニューバーから

チュートリアルのアイコンをクリックしてください

すると、レッスンが表示されます
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【レッスン1：はじめてのアプリ作成へ】 を選択すると

メニューが開き、「開始」ボタンが表示されます。

クリック

「開始」ボタンをクリックすると、レッスンが始まります。
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補足

レッスンを進めていくと、ID・ラベルの入力を促されます。

作ったアプリケーションを識別するための名称になります。

任意の値を入れてください。以下はID・ラベルの設定例です。

あとは、自動で表示されるレッスンガイドに従い進めていけば、

アプリケーション作成が完了します。
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ID：FirstApp

ラベル：はじめてのアプリ



補足

レッスンの途中で、前に戻ることはできません。

もし手順を誤った場合、あるいは途中で終了された場合、お手数ですが、

画面右上のアイコンから再びチュートリアルを開始してください。

デプロイまで完了したら、

開発サイトのトップ画面（ログイン時に最初に表示された画面）

に戻り、ホームアイコンをクリックしてみましょう

クリック

ご自身で定義したID・ラベル名のアプリケーションが

ホーム画面上に表示されていれば、レッスン1は完了です！

おつかれさまでした。

作成したアプリケーション
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以降は同様に、興味のあるレッスンからご活用ください。

（レッスン１～５を順番通りに進める必要はありません）
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４ さらに開発を進めるには

様々な学習コンテンツをご用意しております。

以下は無料で、どなたでもご利用いただけます。

マニュアル

https://support.canon-its.co.jp/product/web_performer_nx/faq/pk1/

◼NXマニュアル

◼開発サポートサイト

FAQ
（よくあるQA）

教育資料
（ハンズオン動画等）

開発サポートサイトへのリンクは当社HPにも掲載しております
https://www.canon-its.co.jp/solution/industry/cross-

industry/application/webperformer-nx 8



ご注意事項/補足事項

• ユーザー数、リクエスト数などのご利用頻度に応じて、

アップグレードをご案内する場合がございます。

（フリープランについては、自動で課金が発生することは基本的にはございません）

• ご利用スタート前に利用規約をご確認ください

• フリープラン、プレミアムプラン（有料）のプラン詳細や価格につきましては

当社HPをご確認いただくか、同HPのお問い合わせフォームにてお問い合わせください
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現場の直感を即座にデジタル化する

DX推進ローコード開発プラットフォーム

お気軽にお問い合わせください

お問い合わせ先

wp-nx_info@canon-its.co.jp

Webサイト

https://www.canon-its.co.jp/solution/industry/cross-

industry/application/webperformer-nx
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